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１．はじめに 

 

我が国の大都市圏においては，鉄道は主要な移動

手段の一つであり，多くの人が駅を利用している．

そのため，ターミナル駅やその周辺地区は，非常に

利用価値の高い場所として，商業施設や業務施設が

集積している．最近では，特に大都市のターミナル

駅やその周辺地区において大規模開発が活発化して

おり，駅およびその周辺地区の高度化，高密度化は

さらに進むものと考えられる． 

郊外部のターミナル駅においても，駅および駅周

辺地区の高度化，高密度化は進められている．都心

部との大きな違いは，デパートや複合施設といった

集客施設数が都心部ほど多くないこと，それらが複

数あったとしても駅から数分の位置に配置されてい

ることが挙げられる．そのため，買い物や食事とい

った目的で訪れる来街者は，その目的を駅近辺で済

ませることができる．しかし，言い換えれば，来街

者はその地域の隠れた魅力や風土・文化などに触れ

る機会を失っていると言える． 

郊外部地域の中には，様々な文化遺産，歴史遺産，

景勝地等が保存されている地域がある．これらの自

治体は，ホームページにおいて，観光スポットを紹

介し，住民や来街者にアピールしているが，観光都

市にあるようなものと比較すると規模は小さく，認

知度も低いため，このようなスポットを訪れること

を目的とした来街者はそう多くないと思われる．し

かし，何らかの仕掛けや情報提供を行なうことで，

買い物等の目的で訪れた来街者がこのようなスポッ

トまで足を伸ばす可能性はあると考えられる．人の 
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流れ（回遊行動）が地区内に生じれば，そこで消費

活動等が行なわれる可能性があり，地域活性の一因

になることが期待できる． 

そこで本稿では，東京圏の郊外地域を対象として，

アンケート調査を実施し，来街者の回遊の可能性と

それを誘発する要因について分析を行なう．なお，

現時点では，研究の全体構成，スケジュール，調査

方法等を検討している段階であり，本稿においては

具体的な考察や分析結果等を示すまでに至っていな

い．今後，調査，分析を実施し，発表時にはその結

果を提示する予定である． 

 

２．対象地域 

 

対象地域として埼玉県の東南部に位置する草加市

を取り上げる．草加市は，江戸時代，日光街道の第

二の宿場町として栄え，松尾芭蕉が「奥の細道」の

旅で草加宿に歩みを残したのをはじめ、伊能忠敬・

渡辺崋山など多くの文人らが通行したことで知られ

ている．現在では，草加せんべいやゆかた染め，皮

革製品等の地場産業が有名である． 

市内には，東武伊勢崎線の駅が４つあり，その中

心駅である草加駅の東口駅前には，再開発事業とし

て大規模商業施設「アコス」が平成４年にオープン

した．現在，２つの店舗が出店し，平日では約2.6

万人/日，休日では4.3万人/日参考)が来店しており，

県東部地区の最大商業地域となっている．草加駅か

ら300mほど東に行くと，旧日光街道があり，その沿

道には約1.5kmにわたる松並木（草加松原）が現存

し，遊歩道が整備されている．この松並木は「日本

の道100選」や「遊歩百選」，「利根川百景」に選

ばれているが，その認知度はそれほど高くない． 

 



①草加駅 

②アコス広場 

③歴史民族資料館 

④おせん茶屋 

⑤東福寺 

⑥神明寺 

⑦札場河岸公園 

⑧矢立橋 

⑨草加松原 

⑩百代橋 

⑪草加文化会館 

⑫甚左衛門堰 

⑬八幡神社 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 草加市の位置 

（引用：草加市HPより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 草加駅周辺の観光スポット 

（引用：草加市HPより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 草加松原遊歩道 

（引用：草加市HPより） 

 

 

 

３．調査対象と調査方法 

 

調査対象としては，草加駅での降車客，松原団地

駅での降車客，アコス利用客を考えている．これら

の対象者に対し，草加松原等の観光スポットに関す

る情報を提供するとともにある種のCS調査（顧客満

足度調査）を実施する．情報提供の方法としては，

駅構内広告，広告の配布，構内放送等を考えている

が，現在検討中である．CS調査では，観光スポット

に対する認知度や満足度に関する質問を行い，来街

者や地元住民の観光スポットに対する満足度の構成

要因やまだ顕在化していない欲求（ウォンツ）を明

らかにする．アンケートは，２駅およびアコス周辺

と観光スポット周辺でも配布することを考えている． 

 

 

 

参考）草加市資料をもとにデータを整理した．なお，

ひとつの店舗は平成15年2月～平成16年1月の１年間

のデータであり，もう一方は平成13年7月のある１

日のデータである．年間データを日換算し，合計す

ることで算出している（年次の違いによる補正等は

考えていない）． 
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